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 なお、本研究は平成 29 年度大阪大学未来基金「学部学生による自主研究奨励事業」の援助を受け
ている。 
 
第 1 章 
 本章ではまず歴史上様々なかたちで捉えられてきたリズム概念のもつ二つの側面の整理を行う。そ





のリズムを見出す（第 3 節）。これらの議論は第 2 章への理論的基盤となるだろう。 
 








                                                  
2 音楽におけるリズムの「快」については Seashore, Carl, Psychology of Music（1967）pp.138-148




ト」（『早稲田大学 教育・総合科学学術院 学術研究（人文科学・社会科学編）』第 60 号、2012、
p.353-371）を参照） 
4 Banveniste, Emile,《The Notion of “Rhythm” in its Linguistic Expression》, 1954, Problems 
in general linguistics, translated by Elizabeth Meek, Coral Gables, p.286 
様式６ 








































































































































































第 2 章 リズムと芸術――映画のリズム 
 本章ではまずリズムと芸術との関係について簡単に触れ（第 1 節）、映画におけるリズムについて
の考察を行う（第 2 節）。それらを経て、本論の核として映画リズム論を提出する（第 3 節）。 
 
第 1 節 リズムと芸術 
 リズムがまずもって音楽や詩を筆頭とする諸芸術と深い関わりをもつのは明らかであろう。また、




















































19 ジル・ドゥルーズ＋フェリックス・ガタリ『千のプラトー 資本主義と分裂症 中』（宇野邦一／小沢
秋広／田中敏彦／豊崎光一／宮林寛／守中高明訳、河出書房新社、2010）p.321 
様式６ 

































































































































                                                  
24 Survage の構想は当時の技術的レベル、時代的な状況に制限されたことにより実現されることはな
かったが、2005 年、彼が残した一連のプレートを基に Bruce Checefsky によって映像化が叶えられ
た。 
25 Mitry, Jean, Esthétique et psychologie du cinema, Group Mame, 13, rue, Raymond Losserland, 
75014, Paris, France,1963 (the Aesthetics and Psychology of the Cinema, translated by 
Christopher King, Indiana University Press) p.255 
様式６ 












































第 3 節 映画のリズム――私見 
 これまでに述べてきた様々なリズムに関する考察を「映画のリズム」論としてまとめよう。まずリ
ズムとは「持続の原理」として捉えられた（ベルクソン、バシュラール）。またリズムは「共感」の機
































 第 1 章において我々はリズムというものに向けられる視線を辿り、外在性と内在性というアスペク
トを取り出した。そして我々はリズム的な経験の内在性へと焦点を当て、それは瞬間により駆動する
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持続のシステムとして捉えうることを確認した。また、リズムは感覚器官ごとに異なる経験を生み出



























ュラール、ブルレの時間論――」（『美学』第 63 巻 2 号、2012、p.13-24） 
4、丸川誠二「リズムと形をめぐるノート」（『早稲田大学 教育・総合科学学術院 学術研究（人文科
学・社会科学編）』第 60 号、2012 
5、丸川誠二「リズムと形をめぐるノート（3）―マーラーと叙事詩的な時間―」（『早稲田大学 教育・
総合科学学術院 学術研究（人文科学・社会科学編）』第 62 号、2014 
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